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1．動物実験施設における感染防止対策
　　　　　　　（動物実験センター）　米田嘉重郎
　研究施設内感染は，病原微生物を取り扱う実験室
内感染と動物実験に伴う感染に大別される．ここで
は，動物実験に伴う感染を概観し，その対策を，本
学動物実験センター（以下センター）の設備，管
理・運営の実際を紹介しながら考察する．
　動物実験に伴う感染の原因には，感染実験と実験：
動物の自然感染が考えられる．前者では，実験操作
により発生するエアロゾルあるいは動物の咬創傷な
どによってヒトが感染を受ける．後者では，実験動
物が様々な病原体に汚染されていることに起因す
る．これらの病原体のなかには，ヒトに対しても感
染が発生するいわゆる人畜共通伝染病が知られてい
る．その代表例としては，昭和45年から昭和59年
まで全国にわたって，ラットを用いての実験で動物
実験関係者に発症を見た腎症侯性出血熱（HFRS）
が挙げられる．幸いにして，HFRSは昭和60年以
降，予防制圧されている．
　動物実験に伴う感染の防止対策は，第一に実験動
物の感染病に対する教育と，実験動物の飼育管理や
動物実験手技に関する訓練とが基本と考えられる．
第二に，原因が感染実験：による場合には，病原体の
安全度分類に対応した安全管理基準を設定するこ
と，物理的封じ込めの設備（P1～P4）を整えるこ
と，さらには安全管理基準に基づいた管理運営規程
の整備とそれを厳守することが基本である．これら
の事例として，センターに設置されている微生物統
御動物実験設備の概要（P2），安全基準，安全管理
運営規程ならびにそれらに基づいた運営の実状を紹
介した．第三に，原因が動物の自然感染による場合
には，健康管理（検疫）とバリヤーシステムを導入
して感染病をコントロールすることが必要である．
このことは，HFRSの予防制圧に関する研究から
も強調されている．
　実験動物の感染病に関する資料を提供された川本
英一助手（動物実験センター）に深く感謝する．
2．剖検例における感染症を中心とする病理統計
　的研究
　　　（第二病理）
　　　　○蜂谷　哲也・土手　　剛・佐々　　弘
　東京医科大学病理学教室における，1958～1988
年，31年間の剖検総数は4930例であるが，これら
の剖検例に認められた感染症性病変について病理統
計学的に検索検：臥した．剖検例中感染症性病変は，
3027例，61．4％に認められた．各年度の感染症性
病変を有する症例の頻度は34．4％（1958）
～74．8％（1987）に亘るが，観察期間31年間を，
当初の1958～1963年の6年間を1期とし，以後5
年毎の，II期（1964～68年），　III期（1969～73
年），IV期（1974～78），　V期（1979～83年），　VI
期（1984～88年）に分けて，その推移をみると，
各々の平均は，1期60．0％，II期58．0％，　III期
68．2％，IV；期61．4％，　V期62．0％，　VI期68．9％で
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